
『
高
齢
者
虐
待
防
止
法
』

を
ご
存
知
で
す
か

「
高
齢
者
の
虐
待
防
止
」
及
び
「
高

齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に

関
す
る
法
律
」
が
今
年
四
月
一
日
よ

り
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
児
童
虐
待
防
止
法
、
Ｄ
Ｖ

法
に
続
き
、
高
齢
者
に
対
し
て
も
防

止
法
が
成
立
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
へ
の
虐
待
は
、
介
護
の
負
担

や
介
護
疲
れ
が
そ
の
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
虐
待
の
防

止
の
み
で
は
な
く
、
養
護
者
へ
の
支

援
の
内
容
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
防
止
法
の
概
要

（
家
庭
内
に
お
け
る
も
の
）

一
、
定
義
関
係

①
高
齢
者
と
は
、
六
十
五
歳
以
上
の

者
を
い
う
。
介
護
を
必
要
と
し
な
い

自
立
者
も
含
ま
れ
る
。

②
養
護
者
と
は
、
高
齢
者
を
現
に
養

護
す
る
者
を
い
う
。
（
親
族
等
）

③
養
護
者
に
よ
る
高
齢
者
虐
待

□
経
済
的
以
外
の
虐
待

・
身
体
的
虐
待
（
暴
行
他
）

・
心
理
的
虐
待
（
暴
言
、
言
動
）

・
性
的
虐
待

・
介
護
放
棄

□
経
済
的
虐
待

養
護
者
又
は
高
齢
者
の
親
族
が
当

該
高
齢
者
の
財
産
を
不
当
に
処
分
す

る
こ
と
、
そ
の
他
不
当
に
財
産
上
の

利
益
を
得
る
こ
と
。

二
、
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
養
護
者

支
援

①
（
通
報
）
高
齢
者
虐
待
を
発
見
し

た
者
は
市
町
村
へ
通
報
す
る
よ
う
努

め
る
。
重
大
な
危
険
が
あ
る
場
合
は

通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
。

②
（
通
報
後
の
処
置
）
市
町
村
は
安

全
の
確
認
、
そ
の
他
認
定
を
行
う
。

③
（
立
ち
入
り
調
査
）
重
大
な
危
険

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
立
ち
入
り
調

査
、
質
問
を
行
う
。
警
察
へ
の
援
助

を
求
め
る
こ
と
も
可
。

④
（
養
護
者
へ
の
支
援
）
養
護
者
に

対
す
る
相
談
、
助
言
、
指
導
、
そ
の

他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

三
、
養
護
施
設
従
事
者
に
よ
る
高
齢

者
虐
待
の
防
止

（
施
設
内
に
お
け
る
も
の
）

定
義
は
養
護
者
に
よ
る
虐
待
と
同
じ
。

養
護
施
設
従
事
者
に
は
通
報
義
務
が

課
さ
れ
る
。
等
々
。

『
公
正
証
書
を
作
っ
て

お
く
と
、
ど
こ
が
得
か
？
』

Ｑ
、
私
は
金
を
貸
す
と
き
は
必
ず

契
約
書
を
取
り
交
わ
す
こ
と
に
し
て

い
ま
す
が
、
友
人
か
ら
契
約
書
よ
り

公
正
証
書
の
ほ
う
が
良
い
と
聞
き
ま

し
た
。
公
正
証
書
を
作
っ
て
お
く
と

ど
ん
な
利
点
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
、
当
事
者
同
士
で
作
っ
た
借
用

書
や
契
約
書
に
比
べ
て
、
公
正
証
書

は
証
明
力
が
違
い
ま
す
。

例
え
ば
貸
し
た
金
を
返
せ
と
訴
訟
を

起
こ
し
た
時
、
相
手
が
争
え
ば
、
ど

ん
な
条
件
で
い
く
ら
貸
し
た
か
を
貸

主
が
証
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
場
合
、
借
用
証
書
を
証
拠
に
出

し
て
も
、
「
書
い
た
覚
え
は
な
い
」

「
強
制
的
に
書
か
さ
れ
た
」
と
言
い

逃
れ
を
さ
れ
る
と
、
借
用
書
が
正
当

に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
貸

主
の
証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
点
、
公
正
証
書
に
し
て
あ
る

と
、
相
手
は
書
い
た
覚
え
が
な
い
等

と
言
っ
て
そ
の
書
面
を
争
う
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
原
本

が
公
証
役
場
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
控
を
紛
失
し
て
も
安
心
で
す
。

次
に
、
公
正
証
書
に
一
番
の
利
点

は
、
執
行
力
を
持
つ
こ
と
で
す
。

個
人
の
作
っ
た
借
用
証
で
は
、
借
主

が
返
し
て
く
れ
な
い
時
は
裁
判
を
起

こ
し
、
裁
判
に
勝
訴
し
、
判
決
を
も

ら
い
、
強
制
執
行
手
続
を
し
て
、
は

じ
め
て
現
実
に
貸
し
た
金
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
ん
な
に
早

く
て
も
数
ヶ
月
、
時
に
は
数
年
を
費

や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
点
、

公
正
証
書
で
「
不
履
行
の
と
き
は
た

だ
ち
に
執
行
を
う
け
て
も
異
議
が
な

い
」
と
い
う
条
項
を
入
れ
て
お
く
と
、

い
き
な
り
強
制
執
行
を
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
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□

今
月
の
一
冊
□

最
近
出
版
さ
れ
た
書
籍
の
中
か
ら
、

私
が
読
ん
で
み
て
、
こ
れ
は
と
思
う

一
冊
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
こ
の
一
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
ド
タ
ン
場
の
社
長
学
』

是
松
孝
典
著

バ
ジ
リ
コ
㈱

会
社
経
営
の
ド
タ
ン
場
に
直
面
し

た
時
、
全
て
を
投
げ
出
す
社
長
も
い

れ
ば
、
立
て
直
そ
う
と
必
死
の
努
力

を
す
る
社
長
も
い
る
。
そ
ん
な
ぎ
り

ぎ
り
の
場
面
で
、
社
長
は
ど
の
よ
う

に
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
か
？

会
社

再
生
の
プ
ロ
と
し
て
活
躍
す
る
筆
者

が
、
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
「
ド
タ

ン
場
」
を
乗
り
切
る
た
め
の
危
機
管

理
学
を
公
開
す
る
。

ド
タ
ン
場
に
遭
遇
し
た
ら
、
ま
ず

「
今
ま
さ
に
ド
タ
ン
場
」
で
あ
る
こ

と
を
、
早
め
に
、
は
っ
き
り
と
認
識

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

ド
タ
ン
場
を
乗
り
切
る
た
め
に
、

社
長
は
社
内
外
に
対
し
て
、
例
え
ば

次
の
よ
う
な
対
処
を
す
べ
き
で
あ
る
。

□
資
金
繰
り
が
怪
し
く
な
っ
て
も
安

易
に
借
り
入
れ
に
走
る
の
で
は
な
く
、

入
出
金
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
取
引
先
や

下
請
業
者
に
対
す
る
早
期
入
金
や
支

払
延
期
な
ど
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

□
「
経
営
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

ベ
ー
ス
で
見
る
」
こ
と
、
そ
し
て
、

「
現
実
を
因
果
律
で
捉
え
る
」
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

□
現
実
を
把
握
し
、
可
能
な
限
り
の

手
段
を
実
行
す
る
に
は
、

①
恥
を
か
く
（
体
面
を
気
に
し
な
い

・
名
誉
職
に
つ
か
な
い
・
効
果
の
な

い
出
金
を
削
る
。
）

②
義
理
を
欠
く
（
付
き
合
い
仕
事
は

断
る
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
改
善
。
）

③
人
情
を
欠
く
（
一
時
の
情
に
流
さ

れ
な
い
・
支
払
い
の
延
期
や
分
割
を

行
う
。
）

④
汗
を
か
く
（
な
り
ふ
り
構
わ
ず
社

長
が
動
く
・
戦
略
、
戦
術
を
立
て
る
。
）

の
「
四
か
く
経
営
」
が
必
要
に
な
る
。

□
銀
行
と
の
交
渉
が
避
け
ら
れ
な
い

場
合
は
、
自
己
資
本
比
率
を
上
げ
る

な
ど
し
て
、
可
能
な
限
り
、
財
務
諸

表
上
の
数
値
を
「
銀
行
好
み
」
に
調

整
す
る
。

□
ド
タ
ン
場
に
な
る
と
、
逃
げ
出
す

社
員
が
い
る
。
本
当
に
底
力
を
だ
し

て
く
れ
る
社
員
が
誰
な
の
か
、
冷
静

に
考
え
て
み
る
。

□
現
状
を
包
み
隠
さ
ず
説
明
し
、
社

員
の
納
得
性
を
高
め
る
。

□
会
社
再
生
に
当
た
っ
て
は
、
業
績

悪
化
の
原
因
と
な
っ
た
経
営
の
本
質

部
分
を
改
革
す
る
必
要
が
あ
る
。

□
自
社
の
収
益
構
造
を
再
確
認
す
る
。

営
業
利
益
の
黒
字
の
可
能
性
が
あ
る

か
ど
う
か
が
、
再
建
の
可
能
性
の
判

断
基
準
と
な
る
。

□
場
合
に
よ
っ
て
は
、
創
業
時
の
規

模
ま
で
縮
小
す
る
こ
と
も
選
択
肢
に

入
れ
る
。
等
々
。

「
ド
タ
ン
場
」
に
な
る
前
に
一
読
さ

れ
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

日
中
は
ま
だ
ま
だ
暑
い
で
す
ね
。

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
盆
休
み
は
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
さ
れ

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

先
月
に
株
式
会
社
Ｆ
Ｐ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
設
立
し
ま
し
た
。
金
融
商
品
や

投
資
商
品
の
本
当
に
役
に
立
つ
情
報

を
提
供
で
き
れ
ば
と
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
投
資
に
興
味
は
あ
る
が
ち
ょ
っ

と
不
安
だ
と
い
う
方
は
、
ご
一
緒
に

勉
強
し
ま
し
ょ
う
。

第３８号 橋 本 事 務 所 新 聞 平成１８年８月１７日

〒675-1335

兵庫県小野市片山町1332-1

小野工業高校近く

TEL 0794-62-2377

FAX 0794-62-2374

申請取次行政書士

一級ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾆﾝｸﾞ技能士

ＣＦＰ 認 定 者

ISO9000・ISO14000審査員補

HACCP実務認定者

建設業許可・経営事項審査

産業廃棄物許可・ 相続遺言

各種法人設立 経理記帳

HACCP ISO ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

個人情報保護法 認証指導他


